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　本書『スペイン　世界遺産と歴史の旅』に
は「プロの添乗員と行く」の冠が付く。プロの
添乗員とは著者の武村さんのこと。「はじめに」
で「個人的な話で恐縮ですが、私はスペインが
好きで、ツアーの仕事やプライベートですでに
50回くらい訪れています。」と述べているよう
に、武村さんはプロ中のプロのようだ。スペイ
ンなら隅から隅まで知り尽くしているのだろう。
本書を読んでいてそんな印象を受ける。武村さ
んのスペインツアーに参加すれば、きっと楽し
いスペイン旅行になるのではないだろうか。
　スペインと言うと従来、南部のアンダルシア
旅行が中心であったが、20世紀末あたりからバ
ルセロナにガウディありの時代が始まり、スペ
イン旅行の中心がバルセロナに移ったように思
われる。
　本書も例に違わず、「スペインで一番の人気
スポットと言えば、バルセロナのサグラダファ
ミリアです。」と言って、バルセロナとサグラ
ダファミリアで始まっている。建築中でありな
がら、2010年に教会として完成してからは観光
客が増え続け、いまでは完全予約制となってい
るという。かつては完成までに100年はかかる
といわれ、未完の建築物として広く世界に知ら
れるようになったが、ガウディ没後100年にあ
たる2016年の完成が発表された。財政面のゆと
りと材料にコンクリートを使い始めたことが、
サグラダファミリア早期完成を可能にしたよう
である。
　しかし、バルセロナ観光はガウディだけで終
わるわけではない。歴史があり、多くの芸術家
が巣立ったこの町はそれ自体が歴史博物館と
いっても過言でなく、バルセロナ（とその近郊
の）旅は、魅力あふれる旅となる。
　バルセロナの次の訪問先は、南部アンダルシ
アである。バルセロナから飛行機で約１時間半
ほどでアルハンブラ宮殿で知られるグラナダに
到着する。そこから旅はコスタ・デル・ソル、
ロンダ、セビーリャ、コルドバへと続く。この
地はかつてイスラム教徒が支配した土地、その

面影を今に伝えており、フラメンコ、闘牛、メ
スキータ、白い家等など、エキゾチックなスペ
インが楽しめる。
　南部の旅が終われば、AVE（スペイン新幹線）
に乗っていよいよ首都マドリード、そしてその
周辺のカスティーリャ・ラマンチャ地方とカス
ティーリャ・レオン地方を訪れる。カスティー
リャはスペインの中心であり、スペインの歴史
そのものである。
　ガイドはマドリードをこんな風に案内すると
いう。
　「マドリードは、スペインの地図を見ると、
ちょうど真ん中にあります。スペインのイベリ
ア半島は海に囲まれていますが、実はものすご
い山国でもあります。マドリードは内陸にあり、
標高は655メートルもあります。これは、スイ
スの首都ベルンよりも高いのですよ。ヨーロッ
パで一番標高の高い首都です。人口は300万人
を超えています。スペインは長い間、今日、午
後から観光するトレドが首都でしたが、16世紀
にフェリーペ２世という王様によってマドリー
ドへ首都が移されました。」
　本書改訂版では、最近人気のあるスペイン北
部、ガリシア地方のサンティアゴ・デ・コンポ
ステーラやバスク地方も紹介されている。
　このようなスペイン各地の案内に加えて、本
書が興味深いのは、ローマ時代に始まるスペイ
ンの歴史の記述ではないだろうか。
　コルドバには巨大なモスク（メスキータ）が
あるが、「モスクを建てるのには資材が必要だっ
た。アブドアルラマンは西ゴート族のサンビセ
ンテ教会を買い取って、それを壊し、その跡地
に教会に使っていた資材でモスクを建設した」
とか，あるいはまたおなじコルドバの「フデリー
ア（ユダヤ人街）には、他に、白内障の手術を
初めて行った眼科医ガフェキンの胸像もある」
など、興味深い事柄をいろいろと教えてくれる
良質のガイドブックである。　　
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